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総務文教常任委員会 
                   平成２４年１０月２９日（月）午前 時 分～ 
                 第３委員会室     

                                                                                                           

１ 開議 

 

２ 事務局日程説明 

 

３ 議案審査  

教育部  
 （１）第１号議案  亀岡市立亀岡中学校校舎耐震補強並びに大規模改修工事（建

築）請負契約の変更について 
             ＜説明～質疑＞ 
 
４ 討論～採決 
 

５ 委員長報告の確認 

 

６ その他 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



総務文教常任委員長報告 

（H24.10.29） 

 総務文教常任委員会に付託されました議案について、審査の経過

概要とその結果を報告いたします。 

 第１号議案、亀岡中学校校舎耐震補強並びに大規模改修工事（建

築）の請負契約の変更については、現在施工中の工事において、既

存の躯体
く た い

に補修の必要性が生じたこと等により契約金額を増額する

旨の契約変更をしようとするものであります。 

 本議案は、去る９月定例会において、本委員会で審査、採決後、

撤回され、本臨時会で再提案されたものでありますが、この度、改

めて審査した結果、議案内容そのものは耐震補強工事の所期の目的

達成のために必要な補修であることを理解し、採決の結果は全員を

もって可決すべきものと決定しました。 

 しかしながら、議案提案にあたっての手続の不具合等々、執行体

制のあり方に対して質疑が集中いたしました。 

 市長が提案理由説明の中で、反省の弁並びに今後の適切な対応に

向けて指示を徹底された旨、述べられたところではありますが、あ

えて、本件を教訓とされたく、以下の点を改めて指摘するものです。 

 

１ 発注担当課、現場担当課、契約検査担当課、法制担当課等々関

係各課の連携を図り、遺漏
い ろ う

のない業務執行にあたること。 



２ 変更議決の必要が生じた場合は、議決責任を有する議会への適

切な時期における報告、速やかな議案提案をされること。 

 

３ 執行上認められている運用の範囲はあるとは言え、まずは法の

原理原則の確認、理解の上に立ち、そのうえで適切な対応は何

なのかを常に判断されたいこと。 

 

以上を指摘するとともに猛省
もうせい

を促すものであります。 

今、議会は二元代表制のもとで更なる慎重審議に努めているとこ

ろであり、執行部におかれてもその旨十分に理解され、今後は、円

滑な業務執行が進むことを切に要望するものであります。 

 以上、簡単でありますが、本委員会の報告といたします。 








